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データを活用してオール北海道で外国人ドライブ観光を更に促進！ 
～インバウンド観光を北海道内各地域へ誘導し、 

北海道総合開発計画に掲げられた「世界水準の観光地」実現へ～ 
 

 

 
 
 
 

北海道開発局は、平成30年６月28日に北海道ドライブ観光促進プラットフォームを設立し、株

式会社ナビタイムジャパンが運営するスマートフォン用アプリケーション「Drive Hokkaido!」か

ら得られる外国人観光客の動態データを、地方公共団体や観光関係団体等の本プラットフォーム

構成員と共有し、活用することにより、北海道における外国人ドライブ観光の促進を図って参り

ました。（別紙１） 

この度、北海道開発局は、2018年の外国人観光客の動態データの通年分析（※）を行い、当初

11機関で始まった本プラットフォームも69機関（令和元年５月22日現在）にまで構成員が増加し

たことを踏まえ、外国人観光客の動態データのより一層の有効活用及び構成員相互の情報共有を

通じたドライブ観光の更なる促進を図るため、下記のとおり会合を初開催いたします。 

 当日は、北海道開発局から当該データに係る2018年通年分析結果を情報提供するほか、株式会

社ナビタイムジャパン インバウンド事業部長 藤澤政志氏及び北海道科学大学教授 石田眞二氏

から、外国人ドライブ観光の促進に関する話題をご提供いただく予定です。 

記 

１ 会 議 名  北海道ドライブ観光促進プラットフォーム会合 

２ 日  時  令和元年５月 28日（火） 13:30～15:30 

３ 場  所  札幌第１合同庁舎（札幌市北区北８条西２丁目）２階 講堂 

４ 主な議事  北海道における外国人ドライブ観光の更なる促進に向けて ほか 

５ 参 加 者  本プラットフォーム構成員（別紙２） 

・取材を希望される報道関係者の方は、別添申込書により、メール又はＦＡＸにて５月 27 日（月）17 時まで 

にお申込み願います。 

※ 2018 年の外国人ドライブ観光客の周遊・滞在実態の分析結果は、以下の北海道開発局ホーム 

ページに掲載しています。 

URL：https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/renkei/splaat000001ki1s.html 

 

 

 

 

北海道開発局は、昨年４月に協定を締結した株式会社ナビタイムジャパンとともに、外国人観

光客の動態データを継続的に把握し、地方公共団体や観光関係団体等と共有することで外国人ド

ライブ観光を促進する「北海道ドライブ観光促進プラットフォーム」を運営しています。 

この度、本プラットフォームの会合を初めて開催しますので、お知らせいたします。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

開発監理部 開発連携推進課 開 発 企 画 官 宮﨑 貴雄（内線 5433） 

開発監理部 開発連携推進課 開 発 専 門 官 長南  哉（内線 5441） 

 北海道開発局ホームページ   https://www.hkd.mlit.go.jp 

 



北海道ドライブ観光促進プラットフォームの概要

株式会社ナビタイムジャパンが運営するスマートフォン用アプリケーション「Drive Hokkaido!」
により外国人観光客の利便性向上に資する情報を発信するとともに、外国人観光客の移動経路等
のデータを継続的に把握し、関係機関と共有することで、オール北海道でドライブ観光を促進
する枠組みを構築。

※ 事務局（北海道開発局）にて
参加機関を募集中

プラットフォームは、アプリから得られる外国人観光客のデータを共有し有効に活用することで、北海道にお
ける外国人ドライブ観光の促進を図ることを目的とする。

目 的

・共有されたデータの活用等による
外国人ドライブ観光促進の取組を
実施

株式会社ナビタイムジャパン北海道開発局 参加機関（地方公共団体・観光団体等）

・より多くのデータ収集のために
アプリのダウンロードを促進

・開発局が所有、株式会社ナビタイム
ジャパンが運営するSNS等を活用し
観光情報等の発信を実施

・プラットフォームの運営（事務局）

・アプリ運営への協力

・参加機関へのSNS等による情報発信
機会の提供

・アプリの運営及びデータ取得・整理

・整理したデータのプラットフォーム
への提供及び利活用に係る助言

・SNS・WEBサイトの運営協力 等

四半期毎に外国人観光客の動態に係るデータを会員限定のＷＥＢページで共有するとともに、

参加機関が一堂に会してドライブ観光の更なる促進のための情報交換を行う機会を開催

平成30年６月28日設置（11機関）→令和元年５月２２日現在６９機関

別紙１



北海道ドライブ観光促進プラットフォーム 構成員名簿  
2019年 5月 22日現在

　国土交通省　北海道運輸局
　北海道
　（公社）北海道観光振興機構
　（一社）日本自動車連盟　北海道本部
　北海道地区レンタカー協会連合会
　（一社）札幌地区レンタカー協会　新千歳空港レンタカー協議会
　（一社）シーニックバイウェイ支援センター
　北海道地区「道の駅」連絡会
　東日本高速道路株式会社　北海道支社
　環境省 ウトロ自然保護官事務所
　札幌市
　函館市
　小樽市
　室蘭市
　釧路市
　帯広市
　芦別市
　千歳市
　恵庭市
　北広島市
　石狩市
　北斗市
　当別町
　江差町
　ニセコ町
　真狩村
　留寿都村
　倶知安町
　余市町
　赤井川村
　長沼町
　東神楽町
　美瑛町
　津別町
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　湧別町
　壮瞥町
　厚真町
　厚岸町
　弟子屈町
　国立研究開発法人 土木研究所 寒地土木研究所
　北海道経済連合会
　北海道商工会議所連合会
　北海道商工会連合会
　札幌商工会議所
　岩見沢商工会議所
　砂川商工会議所
　深川商工会議所
　新砂川農業協同組合
　積丹観光協会
　根室市観光協会
　一般社団法人　岩見沢市観光協会
　一般社団法人　芦別観光協会
　一般社団法人 たきかわ観光協会
　一般社団法人 ひがし北海道自然美への道ＤＭＯ
　一般社団法人 大雪カムイミンタラDMO
　一般財団法人　丘のまちびえい活性化協会
　一般財団法人　ひがしかわ観光協会
　別海町観光協会
　一般財団法人　石狩川振興財団
　一般財団法人　北海道開発協会開発調査総合研究所
　北海道科学大学
　株式会社　北洋銀行
　株式会社　北海道銀行
　株式会社　エフエムもえる
　株式会社　北海道宝島旅行社
　株式会社　釧路河畔開発公社
　株式会社　ナビタイムジャパン
　国土交通省　北海道局
　国土交通省　北海道開発局　（事務局）

以上６9団体



 

別添 

 

国土交通省北海道開発局開発連携推進課 宛て （FAX 011-746-1032） 

（メール hkd-ky-drivedate@gxb.mlit.go.jp） 

 

申 込 書（報道関係者） 
 

「北海道ドライブ観光促進プラットフォーム会合」の傍聴・取材を希望する場合は、本

様式により、上記宛先までメール又はＦＡＸでお申込みください。 

申込締切は、５月 27 日（月）17：00 です。 

 

■会社名及び部署名 

 

■傍聴・取材者 役職・氏名（全員の役職・氏名を記載願います） 

 

 

①（代表者）                            

 

 ②                                 

 

 ③                                 

 

④                                 

 

■テレビカメラ持込みの有無（該当するものに○をつけてください） 

   有 ・ 無 

 

 ■連絡先（代表者の連絡先） 

 

 

 

※ご記入いただいた個人情報については、本件に関する連絡以外では使用いたしません。 

 


